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10号甕棺内の副葬状態
鏡，銅矛，鉄剣，鉄鉇（やりがんな）など



10号甕棺
高117㎝





9,511

67,341,416,000

6,185

埋蔵文化財発掘調査届出等件数

発掘調査費用

埋蔵文化財専門職員数

奈良文化財研究所「埋蔵文化財ニュース141」より





報告書の役割

発掘調査が適切に実施されたことを証拠づ
ける行政的な文書

考古学研究のための一次資料



一次資料としての報告書の課題

1）量的に不十分な情報

2）質的に不十分な情報

3）恣意的な記述

4）入手が困難

5）時間がかかる

6）基準がない



報告書の電子化

報告書の電子化を考える場合，もっとも重

要なことはその方法，過程が異なってくる

ことから，既に作成されている報告書とこ

れから作られる報告書の電子化は，明確に

分けて検討しなければならないことである。



既存の報告書は

現在「遺跡資料リポジトリ・プロジェク

ト」で進めているように，各ページをス

キャンしてPDFファイルとして作成するの

が一般的であり，公開・流通においても利

便性は高い。したがって，現在のプロジェ

クトを継続していくことは重要である。



プロジェクトを継続するには

1）PDF化に必要な経費

2）報告書の収集

3）安定した活動

恒常的な組織の設立が不可欠



これから作る報告書は？

●従来の報告書の体裁にこだわらない

●発掘調査と報告書作成の一体化

Fact Sheets に基づいた報告書



一般的に研究者が報告書を利用するのは，報告

書をまるごとではなく，その中から自分の研究に

必要な情報を選んで取り出すためである。いまの

ように一冊の報告書としてまとまっていなくても，

必要な情報がある単位で蓄積され，それらの情報

が簡単に探し出せるような仕組みがあれば，研究

者にとって冊子体の報告書は必ずしも必要なもの

ではなくなる。すなわち，報告書を発掘で得られ

た情報を集めた資料集，データ集として電子化す

ることである。





データシートの作成



http://aci.soken.ac.jp







http://www.city.sanjo.niigata.jp/
shougaigakushu/page00196.html

http://kyodogas.blog59.fc2.com/
blog-entry-81.html

発掘調査 整理・分析
報告書作成

遺跡資料リポジトリ・システム



発掘調査は遺跡の破壊である！

多くの場合，発掘調査が終了すれば

遺跡は消滅することになる。記録保存

という言葉が示すように，いかに多く

の情報を得るかということが，発掘調

査においてもっとも重要なことである。



情報とは

ある事実，事象について人が認識でき

るように，言葉（文字，音声，動作），記号，

図形などで表現されているもの。



情報が情報として成立するためには

① 言葉（文字，音声，動作），記号，図形など

で表現されていること。

② 何らかの方法（手段，媒体）で他に伝達され

ること。

③ 伝達された相手によってその意味が理解さ

れること。

→ 情 報 化



情報化が適切に行われていたか？

①不十分な情報化

②基準があいまい

③数量化が不十分



基準がないと比較できない！

報告書に書かれていることがらを比

較するには，厳密な基準でなくてもよ

いから，一定の基準がないと比較する

ことができない。



グリッドのサイズは？



グリッドのサイズは？

有 14
無 34



グリッドのサイズは？

有 14
無 34

有 11
無 1



土器片はどのくらい見つかった？



土器片はどのくらい見つかった？



土器片はどのくらい見つかった？



土器片はどのくらい見つかった？



注記する代わりに重さを量れ！

http://www2.edu.ipa.go.jp/gz/k-yda1/k-yco1/k-yso6/k-yof4.jpg



http://www2.edu.ipa.go.jp/gz/k-jda1/k-jcn1/k-jsn1/k-jna8.jpg



荻野繁春・福井工業高等専門学校

実測図から土器の容量を量る！





粘土量も計算！



これまでは

発掘調査で得られた事実の

情報化が適切に行われてこ

なかった！



Fact Sheetとは

遺跡，遺構，遺物などについての情

報を定型化されたフォームで記述され

たもの。





たとえば住居址のFact Sheet

項目

遺構番号 123456

種別 竪穴式

柱穴 5

炉 1

大きさ 15m×8m

遺物 土器片

実測図番号 123456-1，123456-2

コメント 炉は周りに石が配置され，・・・・・

・・・・・・・



Fact Sheetをパソコン上で

紙の時代であればこのよう

なFact Sheetを作ることは非

常に困難であり，非現実的で

あった。ITの発達がこのよう

なことを可能にしたというこ

とができる。



http://www.city.sanjo.niigata.jp/
shougaigakushu/page00196.html

発掘調査と報告書作成の一体化

遺跡資料リポジトリ・システム

調査しながらFact 
Sheetを作成



http://kyodogas.blog59.fc2.com/blog-entry-
81.html

整理・分析

遺跡資料リポジトリ・システム



発掘調査 整理・分析

報告書作成

遺跡資料リポジトリ・システム

http://www.city.sanjo.niigata.jp/
shougaigakushu/page00196.html

http://kyodogas.blog59.fc2.com/
blog-entry-81.html



Fact Sheet方式は実現可能か？

しかし，冊子体の報告書を作り続け

ている限り，問題は解決されない。

実現するためのITは整っている！あ

とはやる気だけ！



お わ り

。


